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Ⅰ 重点項目の取組み 

 １．組織体制の基盤強化 

（１）組織体制の強化 

◇理事会の開催 

区  分 開催年月日 出席数 提出議案 

平成２９年第４回 平成２９年 ５月２６日 １２人 
平成２８年度事業報告等、 

９議案 

平成２９年第５回 平成２９年 ６月１６日 １０人 
会長の選定等、 

４議案 

平成２９年第６回 平成２９年 ８月２９日  ８人 
補正予算等、 

３議案 

平成３０年第１回 平成３０年 １月３０日  ９人 
補正予算等、 

６議案 

平成３０年第２回 平成３０年 ３月１９日 ９人 
平成３０年度事業計画等、 

１４議案 

平成３０年第３回 平成３０年 ３月２８日  ７人 
会長の選定等、 

３議案 

◇評議員会の開催 

区  分 開催年月日 出席数 提出議案 

平成２９年第３回 平成２９年 ６月１６日 １６人 
平成２８年度事業報告等、 

４議案 

平成２９年第４回 平成２９年 ９月 ８日 １１人 
補正予算、 

１議案 

平成３０年第１回 平成３０年 ２月１３日 １２人 
補正予算、 

１議案 

平成３０年第２回 平成３０年 ３月２７日 １４人 
平成３０年度事業計画等、 

６議案 

 

◇決算監査・中間監査の実施 

○決算監査：平成２９年 ５月１６日 

平成２８年度業務監査及び会計監査 

○中間監査：平成２９年１１月１６日 

平成２９年度上半期の業務監査及び会計監査 

 

◇各種委員会等の開催 

○正副会長会議 

適宜開催し、理事会・評議員会提出議案等について協議を行いました。 

・開催回数：６回 
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○総務・財政委員会 

・第１回：平成２９年 ６月 １日（出席者４人） 

平成２９年度社協会員会費の募集等について 

広報「社協あさか」７月号の編集発行等について 

・第２回：平成２９年 ９月 １日（出席者５人） 

広報「社協あさか」１０月号の編集発行等について 

・第３回：平成２９年１１月２９日（出席者５人） 

広報「社協あさか」１月号の編集発行等について 

・第４回：平成３０年 ２月２８日（出席者５人） 

広報「社協あさか」４月号の編集発行等について 

会員規程の改正について 

内部通報保護規程の制定について 

   ○企画委員会 

    ・第１階：平成３０年 ２月１６日（出席者５人） 

      正副委員長の互選について 

      ふれあいサービス事業実施規程の一部改正について 

      ３人乗り自転車貸出事業の終了について 

○評議員選任・解任委員会 

・第１回：平成２９年 ６月２２日（出席者４人） 

第２７期社会福祉法人朝霞市社会福祉協議会評議員の選任について（欠員分） 
 

◇法人化５０周年記念式典挙行 

 ○開催日：平成２９年６月１１日（日） 

 ○会 場：朝霞市民会館（ゆめぱれす） 

 ○参加者：６７０人（来賓、招待、受賞者、一般市民等） 

 ○内 容：①記念式典【表彰状並びに感謝状贈呈】 

      ②記念講演 講師：平 澤 奈 古 氏 

『スポーツで広がる世界 ～人生を変えたアーチェリー～』 
 

◇苦情解決の適切な対応 

各種福祉サービスについて、利用者等からの苦情に対し適切な対応で解決を図りました。 

○苦情件数  １件 

・受付日：平成２９年１２月１４日 

 ・部 署：はあとぴあ福祉作業所 

 ・内 容：利用者の支援について 
 

  ◇監査法人による内部統制の強化 

    改正社会福祉法の施行に伴い、内部統制やガバナンスの強化を図るとともに、専門家に

よる予備調査を実施し、抽出された法人組織課題に基づき、内部管理体制の整備、役員等

研修会を開催しました。 
 

◇組織体制の見直しによる総合相談の実施 

  住民に分かりやすく利用しやすい総合相談体制を構築するため、相談窓口を一元化した

組織の改編を行いました。これにより、相談等に対し適切な関係機関へつなげることが可

能となり、社協内の情報共有や、連携強化にもつながりました。 
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◇事業評価制度の実施 

本会事業の結果を評価し、事業目的の妥当性、事業の有効性や効率性などを検討し、事

業の改廃や縮小、拡張に繋げました。 
 

（２）人材育成と専門性の向上 

◇職員の目標管理体制の実施 

社協職員基礎力チェックリスト（自己評価シート）に基づき、職員一人ひとりが自らの

能力の向上を図り、また、個々に目標を立て、達成に向けての取組みを意識しながら、業

務を遂行していく意識の醸成を図りました。 
 

◇職員提案制度の導入 

職員個人及び部署などの創造力や研究心を高めるために職員提案制度を導入し、会員の

増強や財源の確保などの提案を募りました。 
 

◇職員研修制度の充実 

朝霞市との職員実務研修（交流研修）を実施し、研修成果として、個人情報の登録、管

理等の充実につながりました。 
 

（３）財政基盤の強化 

◇寄付金実績報告 

当会の地域福祉事業の推進にご賛同いただき、多くの方々より寄付をいただきました。 

○個 人：延べ１８件    ３６３，１４１円 

○団 体：延べ２０件    ８４９，８０５円 
 

◇社協会員の加入促進 

   社協活動への理解と参加の促進及び自主財源の確保のため、自治会・町内会、市内外事

業所と連携し会員会費の募集を実施しました。 

また、会員会費をはじめとする自主財源が年々減少傾向にある状況を踏まえ、財源を確

保するためのアイデアを各部署から募集しました。 

    (一般会員５００円、賛助会員１,０００円、特別会員５,０００円) 

○強 化 月 間：７月１日～７月３１日 

   ○目 標 額：９，０００，０００円 

   ○実 績 額：７，８６７，８２７円  

   ○加入状況内訳 

 平成２９年度 平成２８年度 

一般会員 ４，８２６世帯 ４，７２２世帯 

賛助会員 ４２０世帯 ４００世帯 

特別会員 １７７世帯 １６５世帯 

５００円未満 ２，１３３世帯 １，７４４世帯 

○社協会員会費募集説明会 

     平成２９年６月１５日  朝霞市総合福祉センター会議室 
 

◇赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金活動の実施 

地域福祉推進の重要な財源の確保のため、自治会・町内会、関係機関・団体と連携し、 

共同募金運動を実施し、県共同募金会より各募金の配分金を受領しました。 
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○共同募金運動説明会（赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金） 

     平成２９年９月１４日  朝霞市総合福祉センター会議室 

   〇配分金額 

 平成２９年度 平成２８年度 

一般募金配分金 ３，７８６，０００円 ３，８４６，０００円 

歳末たすけあい募金配分金 ４，７００，０００円 ４，８００，０００円 
 

 ◇収益事業の調査・研究 

 新規飲料用自動販売機の設置に向け、社協関連事業所等の中から設置可能な場所を調査

し、設置の交渉を行いました。 

（詳細は１３ページ参照） 
   

２．重点事業 

【プロジェクト①】 

支え合い・助け合いの心づくりと仕組みづくり 

◇教職員対象の福祉教育研修会の実施 

  小・中・高等・特別支援学校の教職員や、福祉教育に携わる様々な立場の方を対象に朝

霞地区四市福祉教育研修会を実施しました。 

（詳細は１１ページ参照） 
 

◇ボランティア講座参加者の活動支援 

    東洋大学の学生ボランティアセンターと協力し、東洋大学学園祭において福祉について

のブースを出展し、ボランティアクイズや車いす体験等の福祉体験、共同募金の周知啓発

活動を実施するとともに、福祉体験を通じて社協事業の周知・啓発を行いました。また、

東洋大学の講義にて出前講座として、社協が行っている事業や取り組み、ボランティアセ

ンターの仕組み等について説明するなど、学生に体験プログラム等のボランティア募集情

報の案内をしました。 

    このほか、福祉教育の車いすやアイマスク体験時の見守りや声掛け等を行うボランティ

アを育成するため、福祉教育サポーター講座を実施しました。 

（詳細は１２ページ参照） 
 

◇福祉活動団体の周知 

  市内のふれあい・いきいきサロンの一覧や地域活動の実践者を広報紙に掲載したほか、

活動団体のボランティア募集にあたってはボランティアニュースやホームページを活用し

て周知を図りました。また、活動団体間の情報交換の場として、老人会食グループとふれ

あい・いきいきサロン合同交流会を開催し、団体間の新たな関係性の構築を進めました。 
 

◇地域懇談会の開催 

  小地域福祉活動の啓発および取り組みへのきっかけづくりとして、市内５地区で地域懇

談会を開催しました。前年度に引き続き、「地域の安心なところ、心配なところ」のテー

マを深め、その解決策について住民および関係機関職員で意見交換を行いました。ここで

出された意見をもとに、異世代交流事業や障害者施設の見学会を行った地区もありました。

（詳細は７ページ参照） 
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◇福祉活動団体への支援 

福祉活動団体への訪問等によって団体との関係づくりをしたことで、団体から相談を受

け、支援につなげることができました。また、相談支援を行う中で、各団体の活動状況や

課題を把握することができました。 

〇相談支援を行った団体：ふれあい・いきいきサロン、会食グループ等１６団体 

〇相談支援内容：新規立ち上げ、団体の運営、助成金の案内、スタッフの募集等 

 

 

【プロジェクト②】 

安全・安心に暮らせる環境づくり 

 

◇災害ボランティア講座の実施 

ボランティアバス参加者に対し、災害ボランティアの理解を深めるため、事前説明会時

に災害ボランティアとしての基礎知識を学んでいただき、朝霞市で考えられる災害時の対

応についてグループワークを行いました。 

   ○期 日： 平成２９年１０月１４日 

   ○場 所： 朝霞市総合福祉センター 会議室 

   ○参加者： １４人 

 

◇住民の防犯への意識の啓発 

  地域懇談会において小地域福祉活動の啓発チラシを活用しながら、隣近所での声かけや

見守りが防犯には極めて効果的であることを周知しました。また、はあとぴあふれあい祭

りにてオレオレ詐欺防止を呼び掛ける寸劇を披露したほか、自治会・町内会等で行われて

いる防犯パトロール活動に同行して地域の状況を視察しながら、防犯意識の啓発に努めま

した。 

 

◇関係機関との連携    

地域懇談会において５つの地域包括支援センターや民生委員・児童委員、自治会・町内

会、民間事業者、朝霞市等の関係機関との情報交換を図りました。また、活動計画推進に

おける地域班の活動として、小学校区地域連携推進会議や包括支援センター主催のイベン

トへの参加を通じて、地域の関係機関との連携を図りました。 

  〇地域懇談会への参加団体数：４２団体 

（地域懇談会の詳細は７ページ参照） 

 

 

【プロジェクト③】 

市民の暮らしや活動を支える体制づくり 

 

  ◇生活再建に関する周知・啓発  

 生活再建に関する情報を、ホームページや広報「社協あさか」に掲載しました。また、

関係機関に情報提供を行いました。 
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  ◇分かりやすい福祉情報の提供 

    既存のホームページのほか、迅速な情報発信と若い世代にも情報が届くことを目的とし

てツイッター及びフェイスブックの運用を開始しました。また、本会の行う福祉活動や福

祉サービスを住民に分かりやすく伝えるため、「社協べんり帳」を一新して「朝霞社協まる

わかり帳」を作成しました。 

 

  ◇身近な相談支援の体制づくり 

    広報「社協あさか」に業務ごとの内容と連絡先の一覧を掲載したほか、貸付制度や各種

相談窓口を掲載して相談窓口が分かるように周知しました。また、総合相談支援係を新設

したことにより、日常的な相談ごとを一括して受けられる体制ができました。 

 

  ◇地区ごとのネットワークづくり 

地域懇談会を通じて５つの地域包括支援センターや民生委員・児童委員、自治会・町内

会、福祉施設、ボランティア団体、民間事業者、朝霞市等とのネットワークの維持・強化

を図りました。 

   

◇ヒアリング調査の実施 

    地域懇談会において福祉活動団体等からニーズの聞き取りをしたほか、通年でふれあ

い・いきいきサロン等の地域で行われている活動に出向き、ヒアリングを行いました。活

動者の高齢化による団体の先行きや人材の不足などが共通の課題としてあがりました。 

 

 

Ⅱ 事業報告 

１．地域福祉事業の推進 

   地域で支え合える仕組みがつくれるよう、住民の方々と一緒に取り組みを行うとともに、

地域で活動している団体に対し幅広い助成を行うことで、地域の活動の支援を行いました。 

 

◇小地域福祉活動の啓発 

    地域の交流が深まり、住民が主体となって、より身近な地域で支え合う仕組みづくりを

目的に、地域懇談会や地域福祉講演会、地域防災イベント等の住民が集まる機会に小地域

福祉活動のチラシを活用しながらその効果を説明し、啓発を図りました。 

   〇啓発資材：「はじめてみませんか ご近所でふくし」 

   〇啓発人数：１，０１８人 

    このほか、住民組織である自治会・町内会に対し、地域の発展と住民の福祉向上を図る

ことを目的として、前年度の赤い羽根共同募金と社協会員会費実績額の２０％を助成しま

した。 

   平成２９年度 平成２８年度 

交 付 先 自治会・町内会 ６６団体 自治会・町内会 ６０団体 

助成金額 ２，４９６，５４０円 ２，３４４，６５０円 
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◇地域懇談会を通しての住民ニーズの把握 

    誰もが地域で孤立せず、つながりを持つことができるよう、住民自らが地域の課題や自

分たちができることを話し合う場として、市内を大きく５地区に分けて実施しました。ご

近所の住民との関係性の希薄化や空き家の増加等、安全・安心なくらしを続けるために必

要なことが話し合われました。その結果、顔見知りの関係づくりを目的とした異年齢交流

事業や地域にある障害者施設の見学会などの実施に至りました。 

   〇期 日：平成２９年１０月、１２月、平成３０年２月から３月（全１２回） 

   〇場 所：総合福祉センター、根岸台市民センター、弁財市民センター、 

膝折市民センター、栄町市民センター、みぞぬま児童館 ほか 

   〇内 容：ワークショップ、発表、障害者施設見学、異世代交流 

   〇参加者：延べ２４５人 

 

◇地域福祉活動団体との連携・活動支援 

市内で活動する高齢者、障害者、子育てサロングループの活動支援として、交流会を実

施しました。今回、対象の幅を広げ、サロン活動に興味がある方も参加していただきまし

た。 

   ○サロン活動者交流会 

・期 日：平成３０年２月２４日 

    ・場 所：朝霞市総合福祉センター 会議室 

  ・参加者： ４１人（２０団体） 

 

◇地域福祉活動団体等への助成 

市内で活動する高齢者、障害者、子育てサロングループや福祉団体等に対して、運営に

かかる費用の助成を行いました。 

   〇地域福祉活動（運営費）助成金 

   平成２９年度 平成２８年度 

団体数 ４４団体 ４４団体 

助成金額 １，６９４，０００円 １，７４２，０００円 

   ○地域福祉活動（事業費）助成金 

   平成２９年度 平成２８年度 

団体数 ８団体 ７団体 

助成金額 ２２０，０００円 ２１０，０００円 

   〇歳末援護金 

     平成２９年度 平成２８年度 

団体数 ４３団体 ４３団体 

助成金額 １，２５３，９００円 １，２６３，９００円 

 

◇広報「社協あさか」やホームページ等の内容の検討・充実 

○「社協あさか」の発行 年４回 

    ・発行：７月・１０月・１月・４月号 

    ・部数：１回 ３６，０００部 
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○社協ホームページの充実 

     広報「社協あさか」や定期的に発行される各施設のおたよりなどを掲載、各種イベ 

ントや講演会の案内、身近な福祉の情報など社協の多様な事業に関する情報提供を行い

ました。 

 

◇社協出前講座のメニューの充実及び周知・啓発（広報紙等） 

住民の学習機会の拡充と社協への理解を深めるため、民生委員・児童委員協議会や福祉

団体等からの依頼により、「社協について」や「車いす体験・ガイドヘルプ」等、身近な

福祉の情報を交えた講座を職員が講師となり実施しました。 

また、出前講座のメニュー一覧を作成し、「朝霞社協まるわかり帳」に掲載しました。 

 平成２９年度 平成２８年度 

実施回数 延べ２６回 延べ１１回 

 

◇福祉機器・車いす専用リフト車の貸出し 

   〇車いす： ６２件（外出・通院等） 

  車いすを外出・通院等支援として貸出ししました。 

 平成２９年度 平成２８年度 

貸出回数 ６２件 ４９件 

 〇車いす専用リフト車 

  車いす専用リフト車３台を外出支援として貸出ししました。 

   平成２９年度 平成２８年度 

貸出回数 延べ１５回 延べ１０回 

 

◇地域福祉活動の担い手の育成 

   ボランティアとして活動したい人を対象に講座を開催し、ボランティアについての理解 

を深めていただき、実際に活動者として活躍してもらえるよう支援することを目的に実施 

しました。 

（詳細は１１ページ ボランティア事業の推進参照） 

 

◇余暇支援・交流事業（障害児・者）の実施 

【友・遊ひまわりスクール】 

  ○対象者：障害児（小・中・高校生） 

  ○期 日： 平成２９年６月３日～平成３０年２月３日 全５回 

  ○場 所：朝霞市総合福祉センター 

  ○内 容：工作・調理・運動等 

  ○参加者：  

 人数 内訳 

平成２９年度 延べ６４人 障害児２９人、ボランティア３５人 

平成２８年度 延べ５８人 障害児３１人、ボランティア２７人 

 【知的障害者スポーツレクリエーション】 

  ○対象者：１８歳以上の知的障害者 

  ○期 日：平成２９年６月１０日～平成３０年３月１０日  全１０回 
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  ○場 所：朝霞市総合福祉センター アリーナ 

  ○参加者：  

 人数 内訳 

平成２９年度 延べ２２０人 参加者１８７人、ボランティア３３人 

平成２８年度 延べ１９４人 参加者１６２人、ボランティア３２人 

 

◇彩の国あんしんセーフティネット事業の支援 

福祉資金貸付事業（生活福祉資金貸付事業および社協福祉資金貸付事業）にて相談のあ

った世帯のうち、緊急の支援が必要な世帯に対して、彩の国あんしんセーフティネット事

業の支援員と連携して対応しました。 

   平成２９年度 平成２８年度 

福祉資金貸付事業相談 延べ７４件 延べ１４０件 

上記のうち、セーフティネット 

事業による支援 
７人 １０人 

 

◇ホームクリーニング事業の実施 

    歳末たすけあい運動として、市内のひとり暮らし高齢者や障害者世帯を対象に、民生委 

員やボランティアの方の協力を得て、地域住民どうしの交流を図りながら、日頃手の届か 

ないところの掃除を行い、気持ち良く新年を迎えていただくことを目的に実施しました。 

   平成２９年度 平成２８年度 

期間 １０月２日～１１月３０日 １０月３日～１１月３０日 

件数（世帯） ５６世帯 ６４世帯 

活動者 ２８人 ２３人 

 

 

 

２．相談援助事業の実施 

（１）福祉サービス利用援助事業（あんしんサポートネット）の推進（県社協委託事業） 

    高齢者や障害のある方で、金銭管理等に不安のある方が安心して生活が送れるよう、福 

祉サービスの利用援助、日常的金銭管理、書類等の預りサービスの援助を行いました。 

 平成２９年度 平成２８年度 

生活支援員 ７人 ７人 

活動日数 延べ１５９日 延べ１７０日 

相談件数 延べ６８８件 延べ６６８件 

利用契約者 １１人（認知症高齢者３人、知的障

害者６人、精神障害者２人） 

１０人（認知症高齢者３人、知的障

害者５人、精神障害者２人） 

 

◇事業の周知啓発 

社協内情報コーナーにパンフレットの設置及び社協ホームページへのサービス案内を 

掲載し、事業の周知を図りました。 
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  ◇生活支援員研修会の実施（ふれあいサービス協力員研修会と合同開催） 

日本赤十字社による救急短期講習を行い、一時救命処置（心肺蘇生・ＡＥＤを用いた除

細動）について学びました。 

○期  日：平成２９年１２月２１日 

○場  所：朝霞市総合福祉センター 会議室 

○参加人数：１３人（内訳：生活支援員３人、ふれあいサービス協力員7人、福祉有償

運送事業協力員３人） 

また、生活支援員としての資質の向上を図るため、県社協主催の生活支援員基礎研修会・

専門研修会に参加しました。 

 

（２）住民参加型在宅福祉サービス事業（ふれあいサービス） 

住民の参加と協力により、高齢者や障害者、子育てなどで日常生活上の支援を必要と 

   する方に対し、有償の家事援助、外出援助、子育て支援等を行いました。 

 登録利用者 登録協力員 派遣協力員 延べ派遣日数 延べ派遣時間数 

平成２９年度 ６９人 ７６人 ４３人 １，２６５日 １，９５６時間 

平成２８年度 ７７人 ９６人 ４３人 １，０９３日 １，７１９時間 

  ◇ふれあいサービス協力員研修会（福祉有償運送事業・生活支援員研修会と合同開催） 

    内容については前記生活支援員研修会参照 

 

（３）福祉有償運送事業 

    車イス利用者等身体的理由により、移動困難者の社会参加を促進し、在宅福祉の増進を 

図るため、福祉車両を使用し有償ボランティアの協力を得て移送サービスを提供しました。 

 登録利用者 登録協力者 運送回数 運送人数 

平成２９年度 ９人 １３人 延べ１３４回 延べ１３４人 

平成２８年度 １０人 １３人 延べ１１２回 延べ１１２人 

◇福祉有償運送事業協力員研修会（ふれあいサービス・生活支援員研修会と合同開催） 

    内容については前記生活支援員研修会参照 

 

（４）総合相談支援体制 

    相談、問い合わせに対し、適切な関係機関につなげるとともに、社協内の各部署と連携、

情報共有を図り、迅速かつ相談内容に的確に対応できる体制づくりに努めました。 

  〇相談件数：４５件（高齢者・障害者・子育て関係、生活困窮、権利擁護等） 

 

３．福祉資金貸付事業の実施 

（１）生活福祉資金貸付事業（県社協委託事業） 

支援を必要とする低所得者世帯及び療養や介護を要する高齢者・障害者世帯等に必要な 

資金の貸付や相談援助指導を行い、経済的自立と生活意欲の助長促進を図りました。 

 また、償還が滞り、連絡も取れない世帯に対して、訪問による償還指導を行いました。 

○貸 付 相 談：延べ７４件（平成２８年度 延べ１３２件）  

○貸 付 件 数：   ５件（平成２８年度  ６件）  

〇償 還 指 導：  ２７件（元金分の償還 １件） 
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（２）社協福祉資金貸付事業 

    臨時的な出費や応急的な資金を必要とする低所得者世帯に対し、必要な資金の貸付や相 

談援助指導を行い、経済的自立と生活意欲の助長促進を図りました。 

 また、償還が滞り、連絡も取れない世帯に対して、訪問による償還指導を行いました。 

   ○貸 付 相 談：延べ３件（平成２８年度 ８件）  

   ○貸 付 件 数：  １件（平成２８年度 １件） 

   〇償 還 指 導： １２件 

   ○償還完了件数：  １件（平成２８年度 ０件） 

 

４．ボランティア事業の推進 

◇ボランティア相談及びコーディネート    

ボランティアの活動状況（ボランティア保険加入状況より） 

 平成２９年度 平成２８年度 

個  人 ９０人 １２６人 

団  体 ７１０人（６２団体） ６６８人（６１団体） 

○相談件数： 

 平成２９年度 平成２８年度 

相談件数 延べ４７件  延べ１８件 

コーディネート件数 延べ２９件 延べ１７件 

○団体利用室利用状況： 

 平成２９年度 平成２８年度 

登録団体 ２７団体 ２７団体 

利用件数 延べ１０５件 延べ１９５件 

○録音室利用状況： 

 平成２９年度 平成２８年度 

利用団体 ２団体 ２団体 

利用件数 延べ５７件 延べ８０件 

 

◇ボランティア情報の収集、発信 

ボランティアセンターの活動やボランティアに関する情報、取り巻く状況等をボラン 

ティアや関係団体、地域住民に理解してもらうためにボランティアニュースを発行し、 

配布しました。 

   ○発行回数：年４回（７．１２．１．３月/１回２，０００部） 

 

◇朝霞地区四市福祉教育研修会の開催（朝霞市・和光市・新座市・志木市社協） 

    校長会や教頭会にて朝霞地区四市福祉教育研修会の周知を図り、研修会では福祉体験や

当時者の講演を実施しました。研修の最後には朝霞市内の参加者で福祉教育について情報

交換会を行いました。また、福祉教育協力ボランティアを育成するため、講座を開催しま

した。 

○対象者：四市内で福祉教育に関わっている教職員及びボランティア 

   ○期 日： 平成２９年８月９日・１０日 
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   ○場 所：和光市総合福祉センター  

   ○内 容：当事者講演、グループワーク、福祉体験（スルーネットピンポン、車いす、手話） 

  ○参加者：  

             

 

 

 

◇福祉教育の支援、充実 

  市内小学校における福祉教育のコーディネート・支援、福祉体験教室等を行いました。 

   ○依頼件数：  

 

    

 

 

○内  容：体験学習（車いす・ガイドヘルプ・手話・点字） 

講演「視覚障害者への理解」 

   ○福祉教育用機器貸出件数：３２件（車いす・アイマスク・点字盤等） 

                 （小中学校、市内福祉施設、企業等） 

◇ボランティア講座の開催及び活動者の支援 

【ボランティア入門講座】 

 〇福祉教育サポーター講座 

    ・期 日：平成２９年８月２５日 

    ・場 所：朝霞市総合福祉センター 会議室 

    ・内 容：車いす、アイマスク体験 福祉教育について 

    ・参加者：８人 

  【東洋大学での講座】 

   ○対象者：東洋大学ライフデザイン学科生活支援学科の学生 

   ○期 日：平成２９年６月１２日 

   ○場 所：東洋大学 朝霞キャンパス講義棟 

   ○内 容：朝霞市社会福祉協議会 ボランティアセンターの活動について 

【青少年ボランティア講座】 

   ○期 日：平成２９年１１月４日・５日 

   ○場 所：東洋大学 

   ○内 容：ボランティアクイズ、共同募金の周知啓発活動、車いす体験 

   ○参加者：１５０人 （小・中・高校生・保護者等） 

 

◇ボランティア体験プログラムの実施 

    子どもから大人まで誰もが気軽に参加できる体験メニューを用意し、ボランティア参加 

のきっかけづくりを目的に実施しました。 

    ○対象者：市民及び近隣のボランティア活動体験希望者 

    ○期 間：平成２９年７月～１０月（強化月間７・８月） 

    ○場 所：市内各福祉施設等 

    ○内 容：保育園、福祉施設等の１９メニューの中から体験学習 

    ○参加者：延べ２０２人（平成２８年度 延べ１８５人） 

 平成２９年度 平成２８年度 

四市合計 延べ１２８人 延べ９０人 

朝霞市内 延べ１６人 延べ１５人 

 平成２９年度 平成２８年度 

延べ件数 ３１件 ３１件 

小学校 ９校+中学校1校 ９校+中学校２校 
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 ◇ボランティアバス運行事業の実施（東日本大震災復興支援事業） 

東日本大震災復興支援事業として、ボランティアバス運行事業を実施し、南相馬市小高 

地区でボランティア活動を行いました。 

   ○対象者：朝霞市内在住・在勤・在学で１８歳以上（高校生除く） 

   ○期 日：平成２９年１０月２１日 

   ○場 所：福島県南相馬市小高地区 

   ○内 容：自宅敷地内の草むしり 

   ○参加者：１６人 

        ※平成２９年度で南相馬市社会福祉協議会 災害復旧復興ボランティアセンタ

ーが閉所されたため、東日本大震災復興支援事業も終了。 

 

５．自動販売機設置経営事業の推進 

◇自動販売機設置経営事業 

収益金を地域福祉の増進に役立てるため、自動販売機設置経営事業を実施しました。また、 

新規飲料用自動販売機の設置に向けて調査や交渉等を行いました。 

○自動証明写真機：１台（市役所庁舎内） 

 収益金：１８２，０５２円 

   ○小型玩具自動販売機（ガチャガチャ）：２台（朝霞市総合福祉センター館内） 

 収益金：５６，１００円 

○収 益 金：合計２３８，１５２円（平成２８年度 ２００，１０７円） 

 

６．市委託事業の受託経営 

（１）手話通訳者等派遣事業 

手話を必要とする聴覚障害者等の生活におけるコミュニケーションの円滑化、社会参加 

の促進を図るため手話通訳者の派遣を行いました。 

○派遣依頼件数：６３２件 

○派 遣 件 数：６０２件（個人４２２件・自治体６０件・学校５０件・団体７０件） 

○派 遣 人 数：延べ７１８人  専任手話通訳者     延べ３５７人 

登録手話通訳者     延べ３５２人 

県、都などからの派遣協力    ９人 
◇手話通訳者の育成 

手話講習会 期 日 受講者 講 師 アシスタント 

中級 
平成２９年 ４月 

～９月 
１７人 

米内山 昭枝氏

（ＮＰＯ法人手話教師センター） 

あさか手話ｻｰｸﾙ

「あじさい」 

養成・前半 
平成２９年１０月 

～平成３０年３月 
８人 

米内山 昭枝氏

（ＮＰＯ法人手話教師センター） 
選任手話通訳者 

養成・後半 
平成２９年 ４月 

～平成２９年１０月 
８人 

越後 節子氏

（国立ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ） 

杉本 暁史氏 

（ＮＰＯ法人手話教師センター） 

選任手話通訳者 
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◇朝霞市登録手話通訳者試験 

○期 日：平成２９年１２月１４日 

○受 験 者：４人（うち合格者４人）  

◇手話通訳者等派遣事務所主催講演会 

○期 日：平成３０年３月４日 

○講 師：松山 建也氏（東京バス株式会社） 

○講演テーマ：「目標に向かって私がしたこと」  

○参 加 者：７０人 

 

（２）一般介護予防事業 

   市内の６５歳以上の方を対象に、高齢になっても健康的に生きがいをもって地域の様々

な活動の場に参加できるよう、介護予防に効果のある体操の指導や運動機能向上を目指し

た一般介護予防事業に取り組みました。ノルディック・ウォーク教室から自主グループが

３つ立ち上がり地域で活動しています。 

平成29年度 回数 延べ人数 

ノルディック・ウォーク教室（ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ含む） 3 ｸｰﾙ全30回（各ｸｰﾙ 10回） 559人 

自力整体教室 10～12月 全6回 104人 

健康太極拳教室 
アリーナ 10～3月 全12回 

220人 
地域交流室 9～3月 全14回 

工作事業（世代間交流） 全3回 38人 

健康相談（浜崎、溝沼老セン、老人クラブ） 月2回 306人 

他部署協働（予防体操等）  91人 

各種講座  52人 

 

 ７．指定管理事業の受託経営 

（１）朝霞市総合福祉センター指定管理事業 

【朝霞市総合福祉センター管理】 

地域福祉の向上を図るため、各種の福祉サービスや情報、活動の場を提供する複合施設

の建物・設備・備品の総合管理を行いました。 

○開 館 日 数：２９３日 

○共用施設利用状況：７２３件  延べ８，３６３人 

(集会室、社会適応訓練室、調理実習室、介護者教育室) 

○消防訓練の実施 

有事に際し、被害を最小限にとどめるため、訓練を実施し技術の向上を図りました。 

・第１回 平成２９年 ９月２７日  参加者：１５９人 

・第２回 平成３０年 ３月 １日  参加者：１４９人 

○はあとぴあふれあい祭り 

障害の有無や世代に関わらず交流を図ることを目的に実施し、ふれあい祭り実行団体

の活動内容の紹介も取り入れました。 

・期   日：平成２９年１１月２３日 

    ・来 場 者：延べ１，００６人 
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【はあとぴあ福祉作業所】 

障害者総合支援法に基づき、生活介護における入浴、日常生活動作の維持向上支援並び

に創作的活動、就労継続支援Ｂ型における作業訓練や生活訓練等、多機能型施設としての

サービスを提供しました。 

①開 所 日：月曜日～金曜日 

②利用者数（年度末） 

   平成２９年度 平成２８年度 

定員 利用者数 定員 利用者数 

生活介護 ３６人 ３５人 １１人 １０人 

就労継続支援Ｂ型 ４４人 ３３人 ４４人 ４３人 

合  計 ８０人 ６８人 ５５人 ５３人 

③通所状況 

    ○送迎サービスの他、自転車、徒歩等による自主通所 

④主な作業内容 

○市内外の事業者からの請負作業 

 

 

 

 

 

     

 

○社会参加活動 

 児童館祭り喫茶参加、赤い羽根共同募金（街頭募金）、自主製作品展示販売会、 

地域サロン活動への参加 

⑤花壇植栽管理整備事業 （市委託事業） 

     ふれあい花壇、朝霞駅南口広場花壇、朝霞市役所庁舎内プランターの植栽、灌水、 

除草、清掃等の管理整備 

平成２９年度 平成２８年度 

業務内容 売上 業務内容 売上 

ふれあい ４，６０７，４３８円 ふれあい ４，６０７，８７０円 

朝霞駅南口 

広場 
８６９，４００円 

朝霞駅南口 

広場 
８６９，４００円 

朝霞市役所 

庁舎内 
１２９，６００円 

朝霞市役所 

庁舎内 
１２９，６００円 

⑥喫茶室「お花畑」の運営（毎週火曜日～金曜日） 

平成２９年度 平成２８年度 

営業日数 利用者数 売上 営業日数 利用者数 売上 

185日 3,582人 2,532,590円 187日 3,241人 2,523,590円 

    ○外部出店：市内児童館の祭りに出店 

 

平成２９年度 平成２８年度 
主な受注作業 

業者数 売上 業者数 売上 

１６社 

社協５部署 
２，８１７，７６９円 

１８社 

社協６部署 
２，８２１，１３７円 

食品容器シール貼り、熱処理

部品スプリング通し、封入封

緘、タオル・入浴剤箱詰め、

靴下ストッキング返し作業、

市内幼稚園の園内清掃、コン

ビニ景品封入れ等 
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⑦売店「はっぴぃ」の運営（毎週火曜日～金曜日） 

平成２９年度 平成２８年度 

営業日数 利用者数 売上 営業日数 利用者数 売上 

187日 9,166人 4,599,037円 188日 10,019人 4,209,975円 

○出張販売：市役所、地域包括支援センターモーニングパーク等に出店 

⑧主な年間行事 

     保護者懇談会及び個別面談、日帰り課外体験研修、彩夏祭「鳴子踊り」、消防訓練、 

ふれあいスポーツ大会等 

⑨保健衛生 

     利用者健康診断、精神科健診、歯科検診、成人病予防事業 

   ⑩ボランティアの受入 

○受入人数：７人 

    ○活動内容：売店及び喫茶、利用者の作業見守り等 

 

【障害者就労支援センター業務】 

市内在住の障害のある方やその家族、また関係する事業所、施設、教育、医療機関等を 

対象に、障害のある方の就労支援と生活支援を総合的に行うことにより、一般就労の拡大 

を図るとともに、自立と社会参加の促進を目的に支援を行いました。 

平成２９年度から５年間の指定管理を受託し、書類の整備や事務作業の簡素化などスリ

ム化を図るとともに、職員を１人増員し、職員それぞれの利用者担当数が減り、利用者個々

のニーズに対する対応の幅が広がったことにより就職者数が増えました。また、情報の共

有や統一した支援ができる基盤をつくるため、はあとぴあ及びふれあい障害者相談支援セ

ンターとの合同会議を開催しました。 

 

○登録者数：３１９人（新規登録者４２人） 

（身体４２人・知的８４人・精神１８１人・その他１２人） 

   ○就職者数： ４１人（前年度３２人） 

    

○就職先の主な業種 

業種 身体障害 知的障害 精神障害 

清掃(高齢者施設･マンション等) ２人 ２人 ７人 

事務(PC入力･勤怠管理等) 1人 ２人 ８人 

軽作業(ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ仕分･紙すき･組立等)  ４人 ２人 

就労継続支援Ａ型事業所(パン製造･清掃等)  １人 ４人 

小売業(レジ･品出し･値札付け)   ２人 

ＩＴ(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ･ｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱ)   ２人 

介護(高齢者施設介護補助)  １人  

販売(陳列･接客)  １人  

物流(封入･梱包)  １人  

調理(調理補助･清掃)  １人  

計 ３人 １３人 ２５人 
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○事業所・関係機関との連携 

新規事業所開拓 
３９件 

(前年度６８件) 
雇用相談 

延べ  ８２７件 

(前年度延べ８７２件) 

調査研究・普及啓発 
延べ３７件 

(前年度延べ２１件) 
関係機関との連携 

延べ１，３３７件 

(前年度延べ１，３４１件) 

 ○余暇支援事業 

・期  日：平成２９年９月２４日 

・内  容：朝霞市ふれあいスポーツ大会参加 

・場  所：朝霞市総合体育館 

・参加者数：９人 

 

【はあとぴあ障害者相談支援センター業務】 

障害者総合支援法及び児童福祉法に基づき、障害のある方が自立した日常生活又は社会 

生活を営むことができるよう身体の状況、環境等に応じて、利用者及びその保護者からの 

相談に対し、適切な障害福祉サービス等が多様な事業者から総合的かつ効果的に提供され 

るよう関係機関等との連携により、生活全般の支援等を行いました。 

平成２９年度から５年間の指定管理を受託し、書類の整備や事務作業の簡素化などスリ

ム化を図りました。結果、相談員1人あたりの担当が多く持てるようになったことで、計

画相談契約者数の拡大につながりました。また、情報の共有や統一した支援の提供が図れ

るように、はあとぴあ及びふれあい障害者相談支援センターとの調整会議や、障害者就労

支援センターを含めた合同会議を開催しました。それにより各関係機関とも顔の見える関

係が構築されました。 

平成29年度基本相談 身体障害 知的障害 精神障害 その他 合計 

登録者 49人 104人 152人 7人 312人 

相談件数 55件 277件 229件 115件 676件 

平成29年度計画相談 障害者契約者数 障害児契約者数 合計 

契約者数 133人 29人 162人 

支援内容 ◇福祉についての情報提供・総合的相談。 

◇福祉サービスや福祉施設等の利用方法の説明・紹介・仲介。 

◇福祉事務所、児童相談所、福祉施設、教育機関等との調整及び連携。 

◇療育相談（発達に心配のある子どもに関すること）。 

◇サービス等利用計画の作成や訪問等による継続支援。 

◇障害児支援利用計画の作成や訪問等による継続支援。 

◇権利擁護に関する支援等。 

       ※29年度より、基本相談のみの集計。676件には計画相談は含まれていません。 

平成２８年度 身体障害 知的障害 精神障害 高次脳機能 計 

登録者数 58人 124人 83人 １人 266人 

相談件数 1,191件 3,166件 2,367件 0件 6,724件 

計画相談契約者数 26人 79人 34件 1人 140人 

※相談件数6,724件は、計画相談利用者も含まれています。 
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（２）朝霞市老人福祉センター指定管理事業 

   ６０歳以上の高齢者が健康で明るい生活を営むための一助として、各種の相談や教室の

開催を実施しました。 

○利用状況 

区   分 
浜崎老人福祉センター 溝沼老人福祉センター 

平成２９年度 平成２８年度 平成２９年度 平成２８年度 

開 館 日 数 ２９３日 ２９３日 ２９２日 ２９３日 

年 間 利 用 者 数 ５９，２９４人 ６５，９６７人 ７３，１０８人 ７２，６２２人 

１日平均利用者数 ２０２人 ２２５人 ２５０人 ２４８人 

個 人 利 用 者 数 ４８，９３０人 ５７，４１７人 ６５，０２５人 ６４，７４０人 

団 体 利 用 者 数 ２，６３９人 ２，９１５人 ２，５６４人 ２，８０８人 

 

○高齢者健康相談 

区   分 
浜崎老人福祉センター 溝沼老人福祉センター 

平成２９年度 平成２８年度 平成２９年度 平成２８年度 

実 施 日 数 月１回 月１回 月１回 月１回 

相 談 件 数 １２１件 ３９件 １８５件 １２５件 

 

（３）朝霞市児童館指定管理事業 

児童が健全な遊びを通して健康を増進し、情操を豊かにすること等を目的に実施しまし 

た。 

○利用状況 

児童館名 
開 館 日 数 年 間 利 用 者 数 １日平均利用者数 

平成２９年度 平成２８年度 平 成 ２ ９ 年 度 平 成 ２ ８ 年 度 平成２９年度 平成２８年度 

きたはら ２９２日 ２９２日  ３９，９４７人  ４０，１９２人 １３７人 １３８人 

はまさき ２９３日 ２９３日  ３４，４１３人  ３３，５４８人 １１７人 １１４人 

みぞぬま ２９３日 ２９３日  ５５，３６７人  ５７，０４７人 １８９人 １９５人 

ねぎしだい ２９３日 ２９３日  ３４，６６３人  ３６，３７２人 １１８人 １２４人 

ひざおり ２９２日 ２９３日  ４３，９７６人  ４６，０４６人 １５１人 １５７人 

合  計 ― ― ２０８，３６６人 ２１３，２０５人 ― ― 

 

○主な年間事業 

    幼児・児童事業、交流事業、工作事業、合同事業、館外事業、調理事業、春まつり、 

夏まつり、クリスマス会等 

 

（４）朝霞市放課後児童クラブ指定管理事業 

保護者が就労等により昼間家庭にいない小学校に就学している１年生から６年生の児童 

   に対し、授業の終了した放課後及び夏・冬・春休み・土曜日等の学校休業日に放課後児童 

クラブにおいて家庭に代わる生活の場を確保し、適切な遊びや指導を行うことにより、児 

童の健全な育成を図るとともに、保護者の仕事と子育ての両立を支援しました。 
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○放課後児童クラブの状況 

クラブ名 
定 員 在籍数（年度当初） 延べ児童数 

平成２９年度 平成２８年度 平成２９年度 平成２８年度 平成２９年度 平成２８年度 

本 町 １１５人 １３４人 １２５人 １４５人 １，４３６人 １，５８６人 

朝志ヶ丘 １５０人 １８５人 １６２人 １５２人 １，８８３人 １，７５６人 

岡 １２２人 １６２人 １３６人 １２８人 １，５３６人 １，４１４人 

膝 折 １３０人 １３０人 １０１人 ９８人 １，１６７人 ９８９人 

栄 町 １３５人 ２０５人 １８８人 １６７人 ２，０８２人 １，８７１人 

浜 崎 １４８人 １４８人 １４１人 １４４人 １，６７０人 １，６３８人 

泉 水 １２５人 １６５人 １６５人 １３９人 １，８６８人 １，６５８人 

幸 町 ９８人 １３８人 １０８人 １１０人 １，２９５人 １，２５３人 

根 岸 台 ８０人 ８０人 ５９人 ６７人 ６７５人 ７１４人 

溝 沼 １４０人 １４０人 １１２人 １１４人 １，２２５人 １，１９５人 

合  計 １，２４３人 １，４８７人 １，２９７人 １，２６４人 １４，８３７人 １４，０７４人 

○主任会議・指導員会議の開催 １回／月 

   ○主な年間事業 

    お誕生会、調理実習、季節の行事、伝承遊び等 

 

 

（５） 朝霞市障害者ふれあいセンター指定管理事業 

【朝霞市障害者ふれあいセンター あさか福祉作業所】 

ふれあいセンターの設備・備品の管理、建物の総合管理を行うとともに、障害者総合支援

法に基づく多機能型施設として、生活介護における日常生活動作の維持向上支援並びに創作

的活動、就労継続支援Ｂ型における作業訓練や生活訓練、就労移行支援における一般就労に

向けた訓練や企業見学・実習等のサービスを提供しました。 

 

①所 在 地：朝霞市上内間木４９３－９ 

②開 所 日：月曜日～金曜日  

  ③利用者数(年度末) 

 

 

 

 

 

 

 

④通所状況 

   ○送迎サービスの他、路線バス、自転車、徒歩等による自主通所 

    （就労移行支援事業は自主通所のみ） 

 

 

サービス 
平成２９年度 平成２８年度 

定員 利用者数 定員 利用者数 

生活介護 １５人 １１人 １５人 １２人 

就労移行支援  ８人  ２人  ８人  ３人 

就労継続Ｂ型 ３７人 ３２人 ３７人 ３０人 

合計 ６０人 ４５人 ６０人 ４５人 
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  ⑤主な作業内容 

○市内外の事業者からの請負作業 

 

 

 

 

 

 

 

○パンの製造販売 

 施設内にあるパン工房【こんがりパンの店「フレア」】での店頭販売を拡大しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ○社会参加活動等 

自主製作品展示販売会、赤い羽根共同募金（街頭募金）周辺地域の清掃活動等 

⑥就労支援（就労移行支援事業） 

 一般就労に向けて実施した作業訓練や企業見学・実習を通し、利用者２人が就労しました。 

 ○企業見学：７回（物流、就労継続支援Ａ型事業所、服飾、病院、飲食店、食品、特例子 

会社） 

○企業実習：３回（高齢者施設、飲食店） 

○就職者数：２人（高齢者施設、飲食店） 

⑦主な年間行事 

   ○保護者懇談会及び個別面談、日帰り課外体験研修、彩夏祭「鳴子踊り」、 

ふれあいスポーツ大会、新年交流会、障害児親子参加事業、消防訓練等 

⑧保健衛生 

   ○利用者健康診断、精神科検診、歯科検診、成人病予防事業、音楽療法等 

⑨ボランティアの受入れ 

○受入人数：５人 

○活動内容：事業の補助、利用者の作業見守り等 

  ⑩ふれあいセンターの管理運営 

   ○消防訓練（避難・消火・通報）の実施 

平成２９年度 平成２８年度 
主な受注作業 

業者数 売上 業者数 売上 

１５社 

社協２部署 
４，２１６，９５７円 

１９社 

社協２部署 
３，６０７，２５９円 

プラスチック部品組立、機械

用オイル詰め・箱入れ作業、

線香箱詰め、老人施設シーツ

交換、洗濯物たたみ、資材梱

包、施設内清掃等 

販売場所（販売日） 
平成２９年度 平成２８年度 

販売回数 売上 販売回数 売上 

店   頭 
（毎週水曜日） 

 ４５回 

３，０６４，６７２円 

 ４３回 

２，７２５，２６４円 

浜崎農産物直売所 
（毎週水曜日） 

 ４５回  ２７回 

店   頭 
（隔週木曜日） 

２１回 ０回 

老人福祉センター 
（隔週木曜日） 

３３回   １１回   

市役所ブース販売 
（毎月第２金曜日） 

１２回 １１回 

そ の 他 
（東洋大学を含む、
市内イベント等） 

１８回 １３回 
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     有事に際し、被害を最小限にとどめるため、あさか福祉作業所利用者及び地域住民を

対象に避難訓練等を実施しました。 

当日（第１回目）の地震体験訓練には、地域関係者１８人の参加もあり、地域住民と

の関係性を築く第一歩となり、大きな成果を実感しました。 

    ・第１回 平成２９年８月２１日 参加者：５５人（利用者３７人・地域関係者１８人) 

・第２回 平成３０年２月２３日 参加者：４２人（利用者４２人） 

 

 【ふれあい障害者相談支援センター業務】 

   平成２９年４月１日にふれあい障害者相談支援センターを新規開設し、障害者総合支援 

法及び児童福祉法に基づき、障害のある方が自立した日常生活又は社会生活を営むことが 

できるように、利用者及びその保護者からの相談に対し、身体の状況や環境等に応じて、 

適切な障害福祉サービス等が多様な事業者から総合的かつ効果的に提供されるよう関係機

関等との連携により、生活全般の支援等を行いました。 

 

８．その他社協関連事業 

（１）埼玉県共同募金会朝霞市支会の事務局（関連３ページ参照） 

◇支会理事会の開催 

 ○平成２９年５月２６日 朝霞市総合福祉センター 会議室  出席者１２人 

・平成２８年度社会福祉法人埼玉県共同募金会朝霞市支会事業報告 

・平成２８年度社会福祉法人埼玉県共同募金会朝霞市支会資金収支 

   ○平成２９年８月２９日 朝霞市総合福祉センター 会議室  出席者８人 

    ・第２７期社会福祉法人埼玉県共同募金会朝霞市支会支会長の選任について 

    ・第２７期社会福祉法人埼玉県共同募金会朝霞市支会福支会長の選任について 

・平成２９年度共同募金運動の実施について 

○平成３０年３月１９日 朝霞市総合福祉センター 会議室 出席者１０人 

・平成３０年度社会福祉法人埼玉県共同募金会朝霞市支会事業計画について 

・平成３０年度社会福祉法人埼玉県共同募金会朝霞市支会資金収支予算 

   ○平成３０年３月２８日 朝霞市総合福祉センター 会議室 出席者 ９人 

    ・第２７期社会福祉法人埼玉県共同募金会朝霞市支会支会長の選任について 

    ・第２７期社会福祉法人埼玉県共同募金会朝霞市支会副支会長の選任について 

平成２９年度 身体 知的 精神 高次脳機能 計 

登録者数 ５人 ４２人 ０人 ０人 ４７人 

計画相談契約者数 ５人 ４２人 ０人 ０人 ４７人 

サービス等利用計画

作成数 

５件 ４８件 ０件 ０件 ５３件 

支援内容 

◇サービス等利用計画の作成や訪問等による継続支援 

◇障害児支援利用計画の作成や訪問等による継続支援 

◇福祉についての情報提供、総合的相談 

◇福祉サービスや福祉施設等の利用方法の説明、紹介、仲介 

◇福祉事務所、福祉施設、教育機関等との調整及び連携 

◇権利擁護に関する支援等 
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  ◇赤い羽根共同募金 

   ○期 間：１０月１日～３月３１日 

   ○目 標：８，０００，０００円 

   ○実 績 額：７，５０４，９４３円（埼玉県共同募金会へ全額送金） 

（平成２８年実績額：７，４１６，２７３円） 

 

   ◇地域歳末たすけあい募金 

   ○期 間：１１月２０日～３月３１日 

   ○目 標 額：５，０６０，０００円  

（平成２８年目標額 ５，４６３，０００円） 

○実 績 額：４，９８５，３２５円（埼玉県共同募金会へ全額送金) 

（平成２８年実績額：５，１５１，１５０円） 

 

（２）日本赤十字社埼玉県支部朝霞市地区の事務局 

  ◇日赤会員会費募集説明会  

   平成２９年４月１２日 朝霞市総合福祉センター 会議室 

  

◇会員会費募集 

○強調月間：５月１日～５月３１日 

○目 標 額：８，１４９，４００円 

○実 績 額：６，１７９，０９１円（日本赤十字社埼玉県支部へ全額送金） 

 


